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会社概要

■ 本社所在地 東京都調布市

■ 設 立 1949年6月

■ 資 本 金 17億2,399万円

■ 代表者名 社長： 舘野 稔

■ 上場取引所 東証1部

■ 関連会社 連結子会社10社

■ 販売拠点 国内：17拠点（東京、大阪等）海外：3拠点（アメリカ、中国等）

■ 連結総従業員数 約950名

■ 連結売上高 約153億円 (2017年度)
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グループ会社（生産会社）

山形共和電業
（山形県東根市）

ひずみゲージ、各種変換器等の製造

甲府共和電業
（山梨県昭和町）

各種測定器類の製造

山形

東京

甲府

共和ハイテック
（東京都調布市）

ソフトウェア開発、システム開発ならびに

校正装置・試験装置の設計・製作
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グループ会社 （コンサルティング・保守・修理会社）

東京

兵庫

コンサルティング
各種計測機器の設置、データ収録、解析業務

共和計測 （東京都調布市）

ニューテック （兵庫県播磨町）

保守・修理
各種計測機器の保守・メンテおよび修理業務

共和サービスセンター （東京都調布市）
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グループ会社（企画、販売会社）

＜会社概要＞

ダム堤体

観測

気象・

環境観測

位置情報

＜事業内容＞
下記3分野での計測、機器の

企画・製造・販売

タマヤ計測システム

2017年３月末より１００%子会社に

■所在地 東京都品川区

■設立 1983年６月

■資本金 5,000万円

■代表者名 社長：五十嵐 卓哉

■従業員数 約20名

■売上高 約6億円

＜歴史＞
創業は江戸時代初期、延宝3年（1675年）

「玉屋」の商号で眼鏡販売を手がけた事がはじまり。

モットーは「正確に捉える」こと。
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グループ会社 （海外販売会社）

アメリカ地域

KYOWA AMERICAS INC.
（アメリカ合衆国）

中国地域

共和（上海）貿易公司
（中国）

東南アジア地域

KYOWA DENGYO（THAILAND)CO.,LTD.
（タイ）
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社是 大会社たらんよりは、最良の会社たらん

信条 謙虚・誠実・努力

企業理念
計測と制御を通じて“安全と安心”の提供で

社会に貢献する技術創造企業

企業ビジョン
新たな市場への挑戦と事業基盤の強化により、

応力計測のリーディングカンパニーを目指す

経営理念

確かな計測で、その先の未来へ

○コーポレートステートメント



© Kyowa Electronic Instruments Co., Ltd. 

10
当社のビジネスモデル

共和電業はひずみゲージをコアスキルとした

応力計測の総合メーカーです。

応力計測の“入口（データ計測）”から“出口（データ解析）”まで、

トータルなシステム提案・サービスを提供しています。

センサー
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ひずみゲージとは？

ひずみゲージとは、シールのように薄いセンサです。
物が元の形を保とうとする力（応力）から、重さや圧力等を
測るのに利用されます。

ひずみゲージを活用する事で、距離に例えると1kmの距離に
対して1mmという、小さな変化を測定することができます。

＝ひずみゲージと共和電業＝
共和電業が日本で最初（1951年）のひずみゲージを開発、商品化。
その後も社会の発展と共に変化するニーズに合わせ開発を続け、当初の抵
抗線タイプから、箔、半導体タイプへとラインナップが充実。

販売開始から約70年たった今も、実験的応力計測でもっとも確実かつ実用

的な手法としてひずみゲージは利用されている。



© Kyowa Electronic Instruments Co., Ltd. 

12
市場環境

電気

計測器市場

計量計測

機器市場

当社 約40％その他 約60％ 新市場・分野 等

■市場概要

■国内市場シェア

※ 当社推計による

今後

ひずみゲージと
その応用計測器市場
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主要事業分野別売上比率

衝突安全、耐久性、

操縦安定性試験など

Ⅰ．自動車試験分野

約30%

Ⅴ．その他

レンタル、修理、校正

大学・官庁等
約20%

Ⅲ．工業計測分野

建機・ロボット・一般電材・
産業機械・鉄鋼ライン

約20%

Ⅳ．環境・エネルギー分野

土木インフラ

クリーンエネルギーなど

約10%

Ⅱ．運輸・交通インフラ分野

鉄道・高速道路

航空宇宙など

約20%

（2017年実績より）
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第2四半期決算状況
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2018年12月期 第2四半期実績

売上高営業利益率 9.7%

配当予想 10.0円

（百万円） 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

当第2四半期 8,141 790 816 580

前第2四半期 7,643 613 655 432

前期比 106.5% 128.8% 124.4% 134.3%
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○全体的に好調であり、概ね予想通りに推移

予想
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2018年 第2四半期振り返り

売上増加要因
・高速道路における過積載監視システム等の

大口案件が寄与
・タマヤ計測システムの売上寄与

（ダム監視装置等）

利益増加要因
・減価償却負担の減少
・グループ会社の収益改善

（コンサルティング業務の増加等）
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資産・負債・純資産推移

○自己資本比率は純資産の増加により順調に推移

（百万円）
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設備投資・減価償却費・研究開発費

○新ゲージへの切り替え投資がほぼ終了
減価償却は今後減少予定

（百万円）
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今後の取り組み
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1.新分野・新製品 (１/7)

1台のカメラで多点同時に高速で測定可能！

サンプリングモアレ法による計測１

遠隔・非接触でモニタリングが可能

インフラ構造物の維持管理の高度化・効率化に

大きく期待されています！
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1.新分野・新製品 (２/7)

サンプリングモアレ法による計測２

本日より本格販売開始！

NEDO採択プロジェクトの成果

計測時間の大幅短縮、使いやすさUP

NEDO：

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

機械要素技術展

2018年6月

今後は、生産設備の予防保全へも展開！

NEDOニュースリリース
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光ファイバ測定器

光ファイバによる計測１

1.新分野・新製品 (3/7)

電気センサでは困難な課題（ノイズ等）

への優れたソリューション

共和電業の強み

高い計測精度や長期安定性を実現

HBM社との提携によりラインナップも拡充！

光ファイバ式測定システムのメリット
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1.新分野・新製品 (4/7)

光ファイバによる計測２

構造物のヘルスモニタリング、

セキュリティ監視、ロボット分野へ展開

高架橋の

モニタリング

洋上風力発電 侵入検知
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グローバル対応

使用可能国・地域

日本、米国、ＥＵ

インド、タイ

1.新分野・新製品 (5/7)

無線計測製品の拡充

小型＆低消費電力＆低コスト

高速・遠距離でも安定した通信を実現

ターゲット層

・実験研究分野

・生産ライン等で無線化を

検討している顧客

アンテナ内蔵
送信機 受信機 アンプ ＊EUに関しては、規格申請中
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1.新分野・新製品 (6/7)

最新無線技術への取り組み

クラウド上のモニタリング画面
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1.新分野・新製品 (7/7)

総務省 戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE)の電波有効利用促進
型研究開発に２期連続で採択された産学共同の先進技術開発を推進して
います。

＊本研究開発は総務省SCOPE(受付番号185003004)の委託を受けたものです。

次世代無線技術への取り組み

千葉県市原市金比羅橋での実証実験 2018年3月
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2.エンジニアリング市場 (1/2)

過積載監視需要増加への供給体制強化

山形共和電業

走行試験設備

過積載車両への取締りが強化され

共和電業の製品が過積載検知で

道路保全に貢献しています！
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2.エンジニアリング市場 (2/2)

車両輪重測定装置

鉄道の安全性向上への貢献
長年にわたって培った鉄道関連計測技術を駆使し、国内外の
鉄道の安全を引き続き支えていきます。

走行時の風力測定
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HBM社（ドイツ）と販売提携１

4月より相互販売開始
共和電業とHBM社、お互いの製品を補完し
販売圏で相互販売をする事で分野を拡大していきます。

3.海外展開 (1/4)

KYOWA

日本

日本以外のアジア

アメリカ

欧州

ＨＢＭ含むスペクトリス

試験・計測事業

日本

日本以外のアジア

北アメリカ

ドイツ

ドイツ以外の欧州

その他の国

＜国別売上比率＞

＊HBM社はスペクトリスグループ傘下
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3.海外展開 (2/4)

HBM社（ドイツ）と販売提携２

HBM社が販売する共和製品
高温用箔ひずみゲージ
高温用小型圧力センサ
高温用小型ロードセル

＊技術評価やEU規格を確認中

最高350高温環境にて
利用可能

直径２cm以下のシリーズ
最大20Kgまで測定可能

液体、気体の圧力を計測
長期的に高精度で測定可能
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3.海外展開 (3/4)

HBM社（ドイツ）と販売提携３

共和電業が販売しているHBM製品について
プロモーションや販売体制を整えています。

光ファイバセンサ 圧電式センサ 非接触型のトルクセンサ
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3.海外展開 (4/4)

インド進出に向けた市場調査を開始

中長期的観点から重要な市場と位置付け

ターゲット想定市場

・自動車分野
・航空宇宙分野
・インフラ分野
・高速鉄道分野
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トピックス 工場計測分野のIoT

アクチュエータ等センサ等

機器情報

出展： オムロン株式会社ホームページ
http://www.omron.co.jp/press/2017/08/c0809.html

[図] i-BELTサービスを使用したシステムの全体図

共和の参画領域

機器デバイス

情報

Web運営を構想

オムロンIoTサービス基盤、「i-BELT」のデバイスパートナーに
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トピックス 工場計測分野のIoT

オムロンIoTサービス基盤、「i-BELT」のデバイスパートナーに

製造現場のIoT化に向けたシステム構築の簡便化

＜課題＞各社デバイス（センサ等）の
設定フォーマットが異なるため、
コントローラーへの設定に時間を
要していた。

＜解決＞ライブラリ登録した機器デバイス
情報を読み込むことで設定が
可能となり効率化に結びつく。
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【Home Page】 http://www.kyowa-ei.com/

注 意 事 項

当資料に記載されている内容は、現時点で入手可能な情報に基づいて
作成されたものです。

将来の戦略・計数目標の達成を保証するものではありません。
予めご了承ください。


